
第５学年 外国語活動指導案
実施学級：佐賀市立春日北小学校５年２組

日 時：平成20年10月10日（金）第２校時

場 所：５年２組教室

児 童 数：34名

指 導 者： 宗 誠JTE
ALT Sarah Busche

１ 単元名

大きな数

２ 単元について

・ 平成20年３月28日に小学校学習指導要領の改訂が告示され，平成23年度からは，小学校５・６年

で週１コマ外国語活動を実施することになった。外国語活動においては，音声を中心に外国語に慣

れ親しませる活動を通じて，言語や文化について体験的に理解を深めるとともに，積極的にコミュ

ニケーションを図ろうとする態度を育成し，コミュニケーション能力の素地を養うことが目標とさ

れている。

そこで，本単元では，児童が比較的耳にすることが多い数に関する英語表現を使い，英語による

指示や説明を一生懸命に聞こうとする態度を育てることを主なねらいとする。数を取り扱ったゲー

ムを楽しませたり，川の長さや山の高さなどを調べさせたりする中で，最初は100までの数，そし

。てその後は などの大きな数を使ってコミュニケーションの楽しさを味わわせるthousand, million
その中で，英語の数え方では日本語と異なり３けたごとに数を区切って読むということにも気付か

せたい。また，児童が普段の生活の中で耳にする「ワン，ツー，スリー…」などのカタカナ英語で

はない英語独特の音声に慣れ親しませることもねらいの一つである。

・ 本学級の児童は，昨年度数時間の外国語活動を体験し，今年度から定期的に外国語活動に取り組

み始めた。１学期に７時間，２学期に５時間の授業に取り組み 「あいさつ 「色 「形 「動， 」， 」， 」，

物」などをテーマとした活動を楽しんだ。授業では 「聞く」ということに重点を置き 「英語の， ，

ALT指示が分かる 「指示や質問に様々な方法で反応する」という活動を中心に取り組んできた。」

のサラ先生とは，昨年度初めて顔を合わせ，今年度は約半数の授業に入ってもらっている。サラ先

生に対する緊張感や抵抗感はあまりないようで，気軽に声を掛ける姿が見られる。また，２学期か

らは教育センター所員が として授業に加わり，担任との を行っている。多くの児童は，JTE TT
英語活動の経験が少ないため，英語のみの説明を理解したり，自分の考えを英語で表現したりとい

うことはほとんどできない。しかしながら， や が発する言語以外のメッセージ（ジェスALT JTE
チャー，絵カードなど）をキャッチし，言っていることを分かろうと努力をする児童は多い。その

反面，授業中の集中力が続かず，英語を聞き続けることが難しい児童も数名いる。

・ 以上のような単元のねらいと児童の実態を踏まえ，次のような手立てを取っていきたい。

。第１～２時は，100までの数を使ったゲームを楽しませる中で，20以上の数の表現に親しませる

その際， と の区別ができることなど聞いて分かるということを目標にし，児童に過thirteen thirty
度の緊張と負担を強いることがないよう配慮したい。ゲームについては，今年度，文部科学省から

試作版が出された英語ノートや教育センターから出された「外国語活動指導の手引き」にあるもの

を中心に取り入れ，児童の集中力が途切れないように，テンポよく進めていくようにする。また，

ローマ数字の読み方や表記の仕方を提示し，知的好奇心を刺激しながら大きな数の言い方に触れさ

せたい。

第３時は，前時までに行ったゲームをウォーミングアップとして行った後，教師が提示する様々

な数が何を表しているのかを考えさせる中で３～４けたの数の言い方に触れさせる。それから，日

本の川の長さや山の高さなどを比べさせる中で，英語を聞いて数字を書いたり，教師のまねをして

数字の言い方が自然に口から出てきたりするような活動に取り組ませる。その際，地図帳を使って

長さ，高さを実際に調べさせ，教師側の質問に英語で答えたくなるようなコミュニケーションの場

面をできるだけ取り入れたい。



第４時は，様々な建造物などの高さ比べ，大きさ比べなどを導入として，大きな数の表現に慣れ

させる。それから，第３時の発展として，地球や太陽の大きさ，地球から月までの距離などさらに

大きな数を使って， というけたを提示し，英語では３けたごとに数字を区切ることに気付million
かせる。さらに，４年生の算数の単元「大きな数」で学習したことと関連させ，万，億，兆と４け

たごとに区切って読む日本語との違いに気付かせたい。

いずれの活動においても，賞賛や励ましの言葉掛けを多くし，全員が楽しんで取り組めるように

配慮する。

３ 単元の目標

いろいろな物の長さや高さなどを尋ねたり答えたりする活動を通して，数を表す表現に慣れ親しま

せるとともに，英語でやり取りする楽しさを味わわせる。また，大きな数のけたの区切りが日本語と

英語で異なることに気付かせる。

４ 単元の評価規準

(1) 様々な活動に取り組む中で， や の英語の指示や説明を一生懸命聞こうとしたり，それALT JTE
に対して適切な反応を返したりしようとする （コミュニケーションへの関心・意欲・態度）。

(2) や からの数に関する質問内容を大まかに理解し，知っている英語やジェスチャーなどALT JTE
を使って適切な反応をすることができる （コミュニケーションの技能・表現）。

(3) 日本語と英語の数の言い方で似ている点や異なる点に気付く。(文化・言語に対する気付き）

５ 単元計画（本時３／４）

時・活動名 主な活動と英語表現

第１・２時 ・ を歌う （１～７まで，１～10まで，11～20まで，ランダムに）"Seven Step" 。

ゲームをしよう ・ ビンゴゲームをする （１～25の数を使って）。

・ キーナンバーゲームをする。

( ) ・ 数さがしゲームをする （１～60の数を使って）JTE+HRT 。

・ △さがしクイズをする （右図）。

・ ローマ数字を読み，表記の規則性に気付く （１～100）。

one, two, three, ten, eleven, twenty, thirty, forty, fifty, sixty, hundred… … …

How many s are there? / How many s do you have?○○ ○○

What number is this? / How do you write 9 in Roman numerals?
第３時 ・ ビンゴゲームをする。How many
長さ調べをしよ ・ ３～４けたの数字の読み方を知る。

う ・ 地図帳を使って川の長さや山の高さなどを調べる。

one, two, twenty, thirty, hundred, thousand… …

(JTE ALT Which is (taller / longer), A or B?+ )

How tall is Mt. Fuji? How many meters is it from here to here?
Where is Shinano-River? How long is Shinano-River?【本時】

How many kilo-meters is it?
第４時 ・ 21ゲームをする。Don't say

比べてみよう ・ 高さ比べ，長さ比べクイズをする。

・ 地球の大きさを基に月の大きさ，太陽の大きさを考える。大きな数を英語で

読んでみる。(JTE+HRT)
・ 日本語と英語の位取りの違いに気付く。

Which is taller, the Tokyo Tower or the Eiffel Tower?
What number is this? hundred, thousand, million



６ 本時の活動

(1) 目標

・ 教師の指示に従って白地図に色を塗ったり，長さを調べて答えたりすることができる （コミ。

ュニケーションの技能・表現）

(2) 準 備

(教師)ビンゴシート，児童用白地図ワークシート，掲示用白地図 (児童)地図帳，色鉛筆

(3) 展 開

指導上の留意点と主な英語表現 ◎…評価時配
児童の主な活動 の指導・支援 の指導・支援(分) JTE ALT

３ １ あいさつをす ・ 児童のモデルとなって， と ・ 児童とあいさつをし，簡単なやり取ALT
る。 あいさつをする。 りをする。

"Good morning, everyone."
"How are you today? Good? Fine?"

10 ２ ・ ５ ５のビンゴシートに１から ・ 数に関する質問をする。How many ×
"How many pencils do you have in yourビンゴゲームを 25までの数字を書いたものを用意

pencil case?"する。 させる。

"How many boys are there in this・ 最初は単に数字を言うだけに

class?"し，次第に数に関する質問に移

"How old are you?"る。

ALT "When is your birthday?"・ の質問が分かるようにヒン

"What is your lucky number?"トを与える。児童が答えた数字を

"What time is it now?"マークさせる。

５ ３ ローマ数字ク ・ ローマ数字で ＝10， ＝50， （ ＝ ，X L What number is this? CXXV 125
イズをする。 ＝100であることを示し，ローマ ＝ ）C CCLXXII 272

How do you write 385 in Roman数字で表した３けたの数について

考えさせる。 （ ＝ ）numerals? 385 CCCLXXXV
"What's this number?"10 ４ 提示された大 ・ ３～４けたの様々な数字を提示

"Can you guess?"きな数（３～４ しながら，何を表す数字か考えさ

"I'll give you some hints."けた）の読み方 せる。

"Yes, it's the number of the students ofを知るととも 193(か国)…世界の国の数

Kasugakita-E.S."に，ヒントを聞 365(日)…１年の日数

いて何を表す数 427(人)…春日北小の児童数 ・ 地図上の国旗の数を数えたり，ジェ

字か考える。 3,776(m)…富士山の高さ スチャーを交えたりと，視覚的なヒン

8,848(m)…エベレスト山の高さ トを多く与えながらやりとりをする。

・ カンマの部分が を表thousand
すことに触れる。

ALT "Please color Saga-ken red."15 ５ 地図帳を使っ ・ ワークシートを配布し， の

"Where is Mt. Fuji?"ていろいろな数 質問に対する答えを地図帳で調べ

"How tall is Mt. Fuji?"を調べる。 ることを伝える。

ALT "What is the longest river in Japan?"・ の指示や質問を理解しやす

"Please color Shinano-river blue."いように，視覚的なヒントを提示

"How long is Shinano-river?"したり，児童のサポートをしたり

"What is the second longest river inする。

Japan?"・ 児童に数字を示しながら，言え

"How long is it?"る部分は一緒に言うように促す。

"What is the highest mountain in◎ 指示に従って色を塗ったり，質

Kyusyu?"問に答えたりしているか。(技能・

"Where is Mt. Miyanoura-dake?"表現)

"All of you did very good job."２ ６ 終わりのあい ・ 今日の活動の様子をほめ，楽し

"Good-bye, everyone." "See you!"さつをする。 い雰囲気のままで終わる。


